
22No.

ISSN　２４３４−８１９８
March,２０23

松原市指定有形文化財

美術工芸品　彫刻　彫第５号

来迎寺木造
阿弥陀如来
立像

松原市指定有形文化財

美術工芸品　考古資料　考第１号

立部遺跡火葬立部遺跡火葬
墓出土須恵器墓出土須恵器
蔵骨器蔵骨器(壺・蓋)(壺・蓋)

指定年月日：令和４年（2022）６月24日
員 数：１躯
所 有 者：宗教法人 来迎寺
所 在 地：松原市丹南３丁目１‐22
時 代：平安時代中期（10世紀）
形状・寸法等：一木造

像高102.4 cm、髪際高94.2 cm

指定年月日：令和４年（2022）９月29日
員 数：一括
所 有 者：松原市（松原市教育委員会）
所 在 地：松原市阿保１丁目１‐１
時 代：平安時代初頭（９世紀前半）
形状・寸法等：須恵器壺 口径9.5 cm、器高23.6 cm、

底径12.4 cm、最大径 23.4 cm
須恵器蓋 口径12.4 cm、器高3.0 cm

附 火葬骨ほか火葬墓内遺物

特集　松原市の新しい指定文化財



両足をやや開いて台座の上に両足をやや開いて台座の上に
真っすぐ立っています。足先の真っすぐ立っています。足先の
部分は両方とも後の時代の部部分は両方とも後の時代の部
材です。仏像の底には穴が開い材です。仏像の底には穴が開い
ていて、台座の心棒に差し込みていて、台座の心棒に差し込み
固定されています。固定されています。

仏像が立つ台座と光背は、後仏像が立つ台座と光背は、後
の江戸時代に作られたものでの江戸時代に作られたもので
す。蓮の華の台座、そして光背す。蓮の華の台座、そして光背
に表された体から発する光とに表された体から発する光と
空を流れる雲は、この像が如空を流れる雲は、この像が如
来であることを示しています来であることを示しています
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１．最初に火
か
葬
そう
墓
ぼ
を見つけたと

きの様子です。蔵
そう
骨
こつ
器
き
の蓋

ふた
の

部分が見えています

２．火葬墓の穴を埋
う
めていた一

番上の土を取りのぞくと炭が見
えてきました

３．観察用の畦
あぜ
を十字に残し穴

の底まで掘り下げました。底ま
で炭がぎっしり埋まっています

４．炭を全て取り除くと隣
となり
から

土
は
師
じ
器
き
の破

は
片
へん
が出土しました

５．蓋をとると、壺
つぼ
と蓋を固定

した粘
ねん
土
ど
がありました

６．蔵骨器を取り上げると、火
葬墓の底に小さな窪

くぼ
みを掘って

壺を据
す
えたことがわかりました

物を透
とう
過
か
するX線の作用を

使い撮
さつ
影
えい
した蔵

ぞう
骨
こつ
器
き
の中

の様子（X線CT画像）。上
の写真が横方向に輪切りに
したもので、下の写真が縦

たて

方向に輪切りにしたもので
す。蔵

ぞう
骨
こつ
器
き
を赤色、人の骨

ほね

を紫
むらさき
色（輪

りん
郭
かく
は緑色）、焼

けた土と炭を灰色に塗分け
ています
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大大

保保

丹丹

南南

立立

部部

来迎寺

立部遺跡
蔵骨器
出土地点

西福寺

上之池

寺池

黒姫山古墳

竹内街道

長尾街道

河内大塚山古墳

西
除
川

南河内郡

中河内郡

丹南村

黒山村

丹比村

松
原
村

今から約100年前（大
たい
正
しょう
11年（1922）ころ）の河

かわち
内松

まつ
原
ばら
駅から南の

様子。当時、丹南地区と大保地区は南河内郡丹南村の一部でした。

撮
さつ
影
えい
は平
へい
成
せい
11年（1999）。空から見た竹

たけの
内
うち
街
かい
道
どう
から南側の様子

※�国土地理院が保有する旧版地図の2万5千分1地形図「古市」（正大11
年に大日本帝国陸地測量部が測量）を加工して作成

　現在、大
おお

阪
さか

府
ふ

松
まつ

原
ばら

市
し

から堺
さかい

市
し

美
み

原
はら

区
く

の一帯は南
みなみ

河
か わ ち

内と
いう地域名で呼ばれていますが、平

へい
安
あん

時代には河
か わ ち

内国丹
たじ

比
ひ

郡と呼ばれていました。古
こ

代
だい

の国家は律
りつ

令
りょう

を定めて国
土を60ほどの「国

くに
」に分け、それをいくつかの「郡

こおり
」

に分け、さらに細かい「里
さと

（のちに郷
ごう

）」に分けて支配
しました。現在の大阪府域は畿

き
内
ない

の一部で、摂
せっ

津
つ

・河
内・和

い ず み
泉の３つの国が置かれました。10世紀に成立し

た『和
わ

名
みょう

類
るい

聚
じゅう

抄
しょう

』には、河内国が14郡から成り丹比郡
に11郷が存在したと記されています。右の地図にある
大
おお

字
あざ

丹
たん

上
じょう

と黒
くろ

山
やま

は郷名がそのまま残ったもので、大字
丹
たん

南
なん

は11世紀後半に丹比郡が分かれた３郡（丹
たん

北
ぽく

・丹
南・八

や
上
かみ

）のうちの一つの郡名が残ったものです。
　平安時代以前の丹比地域ですが、５世紀に首長墓の黒

くろ

姫
ひめ

山
やま

古
こ

墳
ふん

をはじめ多くの古墳が築かれるため、この時期
に土地開発が本格化したと考えられます。指定文化財の
蔵
ぞう

骨
こつ

器
き

をともなう火
か

葬
そう

墓
ぼ

がある墓地でもこの時期に古墳
が造られ始めます。その後、７世紀の飛

あ す か
鳥時代には古代

寺院が多く建
こん

立
りゅう

され、指定文化財の阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

を
祀っていた大

だい
保
ほ

地区でもため池の寺
てら

池
いけ

あたりに古代寺院
があったと伝えられており、瓦も採取されています。

来迎寺

西福寺

黒姫山古墳

竹内街道

国道309号

西除川

大阪中央環状線
「丹南東」交差点

阪和自動車道

　今回紹
しょう

介
かい

した指定文化財は、市のウェブサイトで詳
くわ

しい説明（指
し

定
てい

調
ちょう

書
しょ

）を公開中です。また、『まつば
らいろはかるた』の題材になった文化財の情報につい
ても、自由に二次利用可能なクリエイティブ・コモン
ズ・ライセンスで公開中です。さらには、日本中の文
化財と一緒に楽しめるよう「文

ぶん
化
か

遺
い

産
さん

オンライン」や
「ジャパンサーチ」といったポータルサイトと連

れん
携
けい

し
ています。右のQRコードからご覧

らん
ください。

●古代の丹
た じ ひ

比地域について

文化財データの公開について


